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ローベル ト ・ムージル著 加藤 二郎訳

『ム ー ジル著 作 集 第 一,二 巻 』

[特 性の な い 男1,II](松 籟 社 ・1992年)

経営学部教授 大 場 恒 明

オー ス トリア作家 ムージルの死後50周 年

を期 して待望 の著作集刊行 が始 まった こ と

をよろこびたい。 とくに代 表作 『特性 の な

い 男』(1930,33年,未 完)は,こ れ を措

いて20世 紀文学 は語れ ない作品 だけに,外

国文学紹介 の枠 を超 え日本文学界 の財産 目

録 に書 き込 まれ る訳業 であ る。

オース トリア ・ハ ンガ リー帝国崩壊 を目

前 に した1913年,古 きよきヨー ロ ッパ の最

後 の光彩が たゆた う首都 ウイー一ンで,1918

年 の皇帝 フラ ンツ ・ヨーゼ フ1世 即位70周

年祝賀式典計画 が進行 す る。同年行 われ る

はずの プロシャ皇帝 の即位30周 年記念 に対

抗 して,オ ー ス トリア文化 を最 も内面的 な

本質 において世界 に顕彰 しようとす る 「平

行運動 」 をめ ぐり,人 間模様 が展 開す る。

しか しsム ー ジルが意図 したの は特 定の

時代 の絵巻風 な描 写で はな く,主 人公 ウル

リヒの認識 を通 して内面世界 の広が りと深

みのすべ てをi神 な き世界 のダ ンテ的彷復

として描 きつ くそ う とす る壮大 な試みなの

であ る。虚構 の 「平行運 動」 をは じめ,人

物 や事件 はすべて作者 の輻較 した精神 を動

かす推進装置 にほかな らない。平行 し交錯

し循環 す る断片化 した時間に囚われた人物

たち の言動 は,「千 遍一 律 の世」 を現 出 さ

せ,統 計 的事 実 の よ うに 「似 た よ う な こ

と」が繰 り返 し起 こる事件 は 「何 も起 こら
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ない」 に等 しい。 この ような世界 の構造 を

全体性 において描 くとなれば,直 線 的,単

層的,連 続的,不 可逆 的 に進行す る伝統的

小説 の時間秩序 は無効 で ある。小説 の始 ま

りは 「一 種 の序 文」 で,結 末 は暫 定 的 な

「一種 の終 わ り」で しか ない。天体 の運行

と気 象状況 への言及が延々 と続 く冒頭部 分

は在来小説へ のアイロニーで あ り,19世 紀

小説的 な意味 で は,『 特性 のない男』 は,

T.マ ンの言 うよ うに 「もはや小 説 で はな

い」。作者 の亡命 生活 中の急死 に よ り未 完

となったが,本 来,こ の作品 に内在す る主

題 と時間 は完結不能 の もので もあ ろう。

進 歩 と功利 を至 高 の価 値 とす る人 間 的

「特性」 は,機 械文明 を支 え る 「現実感覚」

の産 物 で あ る。 ウル リ ヒは硬 直 した 「特

性」 を拒 否 し,「 可能 性 の感覚 」 をた よ り

に,知 性 と魂 と肉体 の統合 を求 めて古今 の

人知 の領地 に君臨 しよう とす る。選 ばれた

知者 ウル リヒは彷 径の はて に双子の妹 アガ

ーテ との非時間的 な至福 と救済 の 「千年王

国」 に入 る(未 刊 行 のIII以 降)。 ウル リヒ

が 「世襲地 に富 む」 とい う原意 をもち,ア

ガーテが 「善 」 を意味 す るギ リシャ語 を語

源 とす るこ とは,き わ めて暗示的 だ。

ムージル の想念 は,難 解 で はあるが重層

的 な言語が再読 をうなが し,読 者 はそのつ

ど新 たな発 見の よろこび を味 わ う。 ときに

痛烈なyと きに軽妙 な アイ ロニーが笑 い を

さそい,虚 無 の深淵 をのぞかせ る。

訳者 の明晰で しなや かな文体 は,飛 翔 し

っ つ も透明 な原文 に同化 し拮抗 して,ゆ る

ぎない。 『特性 のない男』 は,1964年 に訳

者 を代 表 として共訳が河出書房新社 か ら公

刊 されてい るが,『 ムー ジル著 作集』全9

巻 の うち6巻 を占める今 回の翻訳 は訳者 の

永年 の精緻 な研究 に もとつ く個人訳 であ る。


